
症例の概要

No.
患者

１日投与量
投与期間

副作用
性・
年齢

使用理由
（合併症） 経過及び処置

１ 男
70代

乾癬
（なし）

45mg
32週間

（投与間隔不
明）

間質性肺炎
投与開始日
投与開始32週後
最終投与52日後

最終投与53日後

最終投与61日後

最終投与63日後

最終投与67日後

最終投与80日後

最終投与87日後
最終投与94日後

最終投与95日後

本剤投与開始。
本剤投与（最終投与）。
皮膚科の定期受診。１週間ほど前から全身倦怠感と咳嗽の自
覚症状の訴えあり。
呼吸器内科を受診。
胸部CT検査所見：右肺中葉底部，下葉外側，上葉にすりガ
ラス影あり。肺野に淡い粒状影が広範囲に認める。
本剤による薬剤性肺炎が疑われた。
ベンプロペリンリン酸塩を処方。
咳嗽の改善なく，倦怠感も強いため受診し入院。デキストロ
メトルファン臭化水素酸塩水和物，コデインリン酸塩水和物

（頓用）投与開始。
ステロイドパルス療法，人工呼吸器，酸素投与等の処置はなし。
喀痰塗抹（グラム染色）及び培養（+感受性試験）にて菌は
検出されず。サイトメガロウイルス関連検査（PCR又は血液
抗原抗体反応）は陰性。
経気管支鏡肺生検実施所見：一部の肺胞内腔には胞体内にコ
レステリン間隙を有する異物型巨細胞あり。有意な線維化や
間質内への炎症細胞浸潤はなし。
気管支肺胞洗浄液検査実施。
細胞数：5.5×106，リンパ球：49.1%，好中球：0.3%，好酸球：
7.0%，好塩基球：1.7%，
マクロファージ：41.8%
エピソード，画像所見，気管支鏡検査結果より本剤による薬
剤性肺炎と判断。
ニューモシスチス関連検査（PCR）検査：陰性。
胸部CT検査にて改善を認める。
自覚症状もやや改善。
帰宅誘発試験施行したが変化なし。
抗Sm抗体（<10.0U/mL）：（−）
抗Scl-70抗体（<10.0U/mL）：（−）
抗DNA抗体（０〜６IU/mL）：４IU/mL
抗セントロメア抗体（０〜 10U/mL）：<2.0U/mL
ARSAb（−）：（−）
退院。外来にてフォローとなった。
転帰：軽快。

併用薬：なし

臨床検査値

検　査 投与開始
14週前

最終投与
61日後

最終投与
84日後

最終投与
88日後

最終投与
94日後

最終投与
116日後

WBC（/mm3） 6,500 3,700 − − 3,600 −

CRP（mg/dL） 0.10 0.08 − − 8.9 −

KL-6（U/mL） − 1,223 1,281 − − 1,018

SP-A（ng/mL） − − 37.9 − − −

SP-D（ng/mL） − − 420 − − −

Pa02（Torr） − 80.5 − 82.7 − −


